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我
が
上
古
文
學
さ
漢
學

を
見
て
知
ら
れ
る
0

即
ち
そ
れ
ら
の
巾
に
は
、

上

古

文

學

漢
字
渡
来
以
前
に
於
け
る
、
我
が
固
布
文
字
の
有
無
は
姑
＜
畠
外

Jゞ

し
て
、
ご
に
か
く
漢
字
の
輸
入
せ
ら
れ
て
ま
も

な
く
、
漢
籍
の
講
腎
が
盛
に
な
り
｀
漢
語
が
國
語
の
語
彙
を
血
試
富
に
し
た
の
み
な
ら
す
①
、
漢
字
使
用
の
便
が
次
第
に

7
ヒ
ト

認
め
ら
れ
た
こ
ご
は
疑
無
い
事
賓
で
、
履
中
天
皇
四
年
に
諸
國
に
國
史
を
骰
い
て
言
事
を
記
さ
し
め
（
履
巾
紀
）
、
雄
略
天

皐
の
朝
に
．
二
馘
の
出
納
を
録
せ
し
め
た
（
古
語
拾
逍
）
の
を
初
}
J

し
て
、
漢
字
の
應
用
が
年
を
逐
う
て
弘
ま
っ
て
来
た
。
而

も
最
初
の
頃
は
多
く
は
支
那
ま
だ
は
朝
鮮
か
ら
の
帰
化
人
に
よ
っ
て
害
か
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

次
い
で
佛
放
人
朝
以
後
は
、
そ
の
博
播
に
伴
な
っ
て
漢
諄
の
翻
典
を
讀
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
必
要
が
愈
々
大
き
く
な
り
、

更
に
推
古
天
皇
十
五
年
に
公
然
支
那
ご
の
修
交
が
始
め
ら
れ
て
、
頻
り
に
彼
國
の
制
度
文
物
を
輸
入
し
た
結
果
．
漢
字

の
知
N

識
は
盆
進
歩
し
て
頗
る
漠
字
の
使
用
に
閃
熱
す
る
や
う
に
な
っ
た
こ
マ
J

は
畜
現
什
す
る
奈
良
朝
以
前
の
金
石
文
類

仰
依
云
一
賓
一
営
レ
叫
史
秤
迦
尺
寸
王
身
↓
翠
1

此
願
力
↓
轄
レ
病
延
知
可
、
安
元
止
世
間
↓
若
是
定
業
、
以
背
レ
冊
者
。

我

が

マ）
漢

學

阪

倉

篤

太

耶



使
レ
民
以
レ
時
（
第
十
六
條
）
1

1

使
ら
民
レ
以
時
（
論
語
、
限
而
篇
）

池
邊
大
宮
治
1

一
天
下
1

天
皇
、
大
御
身
勢
賜
時
、
歳
次

Iirki午
一
年
、
召
五
が
大
王
天
皇
典
二
太
子
一
而
、
誓
願
賜
、
我
大

斯
蹄
斯
扉
宮
治

I

I

天
下
天
皇
、
名
阿
米
久
爾
意
斯
波
留
支
比
里
爾
波
乃
禰
巳
等
ぶ
女

l-11大
臣
名
伊
奈
米
足
尼
女
、

名
吉
多
斯
比
禰
乃
淵
已
等
一
為
土
八
后
↓
生
ー
名
多
至
波
名
等
巳
比
乃
禰
巳
等
、
妹
名
等
已
淵
居
加
斯
支
移
比
弾
乃

澗
叫
訓
ご
云
々

の
如
く
固
有
名
詞
を
萬
葉
骰
名
式
に
苫
い
た
も
の
（
漢
字
を
以
て
國
語
の
殺
背
を
腐
し
た
も
の
）
も
あ
っ
て
、
中
に
は
蹄

化
人
の
作
っ
た
文
も
あ
る
で
あ
ら
う
が
（
例
へ
ば
伊
豫
道
後
温
泉
碑
文
⑤
な
ざ
は
高
麗
僧
恵
臆
又
は
恵
慈
の
作
ご
い
ふ

設
が
あ
る
）
、
そ
の
和
臭
を
帯
ぴ
た
も
の
は
勿
論
、
純
粋
の
漠
文
中
に
も
邦
人
の
手
に
成
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

か
の
理
徳
太
子
の
十
七
憲
法
の
如
き
も
、
或
は
後
に
苫
紀
の
編
布
が
改
作
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か

Jゞ

も
疑
は
れ

る
が
、
幽
徳
太
子
博
府
に
太
子
自
ら
筆
を
取
ら
れ
た
ご
あ
る
の
を
信
す
れ
ば
、
秀
で
た
賞
時
の
渓
文
の
一
っ
で
、
内
容

形
式
共
に
洩
籍
佛
古
に
典
握
を
有
す
る
こ
ご
は
、
左
の
敷
例
で
察
す
る
こ
ご
が
で
き
る
（
佛
北
目
の
方
は
省
略
し
て
お
く
）
。

(4) 

の
如

<
H
本
流
に
害
か
れ
た
漢
文
も
あ
り
、
特
に

、
廂
函
乎
寺
薬
師
像
作
什
奉
一
叩
叱
云
々
③

の
如
く
四
六
絣
側
体
を
具
へ
た
殆
ざ
純
粋
な
漢
文
も
あ

b‘

往
登
浄
土
↓
早
昇
ー
ー
好
果
1

云

々

②

懐

憾



我
が
上
古
文
學
さ
漢
學

？
｀
・
フ
デ
カ
t

ヱ

今

、

フ

ン

ヒ

ッ

カ

ン

マ

一

註
①
文
●
筆
・
釈
●
綺
の
如
き
文
藪
に
開
す
ス
語
が
、
そ
れk
＼
文
•
筆
・
簡
●
鎗
の
字
背
か
ら
始
め
て
出
来
↑
國
語
で
あ
ろ
こ
さ
は
、
特
に
興
味
な

息
想
を
反
映
し
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
の
を
見
て
明
ら
か
で
あ
る
。
⑥

ご
が
あ
る
。

日
↓
民
無
～
1

1

一
王
ー
さ
あ
る
）

有
財
之
訟
如
二
石
投
ー
レ
水
、
乏
者
之
語
似
二
水
投
ー
レ
石
（
第
五
條
了
＂
~
其
言
也
如
二
以
＞
水
投

1
レ
石
裁
含
之
受
一
也
：
其

言

也

如

h
ぞ
石
投
＿
ふ
岱
堡
之
逆
一
也
（
文
選
、
李
康
述
命
論
）

國
非
三
枯
↓

民
佃
竺
両
、
モ
一
（
第
十
二
條
了
ー
天
無
-
]
一
日
→
±
佃
~
二
一
字
工
（
糧
氾
、
曾
子
間
篇
。
孟
子
、
萬
章
上
篇
に
も
天
無
三
一

如
一
一
環
光
一
＞
端
（
第
十
條
）
I

I

如
ー
一
環
之
無
一
如
埴
（
史
氾
、
田
塑
博
授
。
淮
南
て
、
王
術
訓
な
ざ
に
も
）

そ
の
後
、
批
を
降
る
に
従
っ
て
漢
字
の
利
用
は
追
々
盛
に
な
っ
て
、
天
智
天
泉
の
代
に
は
近
江
令
を
編
成
し
、
推
古
・

天
武
の
雨
朝
に
は
國
史
編
慕
事
業
を
企
て
ら
れ
、
天
武
天
息
十
一
年
に
は
勅
し
て
新
字
を
制
定
せ
し
め
ら
れ
た
こ
ご
な

か
や
う
に
し
て
漢
學
の
努
力
は
、
奈
良
朝
以
前
に
於
て
既
に
普
く
社
會
百
般
の
事
に
及
ん
だ
が
、
而
も
一
部
上
流
人

士
を
除
い
て
一
般
に
は
、
漢
字
使
用
ご
い
ふ
形
式
の
上
に
の
み
止
ま
っ
て
、
内
容
的
に
儒
放
恩
想
の
影
欝
を
被
る
ま
で

に
至
ら
な
か
っ
た
こ
ご
は
、
常
時
の
文
學
的
作
品
、
即
ち
記
紀
等
の
歌
謡
●
祝
洞
•
蒋
詞
の
類
が
、
大
椴
固
有
の
國
民

公
事
靡
＞
賠
（
第
八
條
）
I

I
モ
事
靡
レ
藍
（
毛
詩
．
小
雅
筒
な
ぐ
J

)

剋
念
作
レ
理
（
第
七
條
）
1

|

惟
狂
克
念
作
レ
理
（
尚
書
、
多
方
筒
）



癌
の
影
群
ご
見
ら
れ
な
い
で
は
九
い
。

覺
え
し
め
る
。

――
 

②
推
古
天
皇
．
二
十
一
年
作
．
法
除
寺
金
堂
の
金
銅
秤
迦
像
光
背
銘
で
あ
ろ
。

③
推
古
天
旦
十
五
年
作
、
法
胚
ナ
丈
森
ぷ
金
銅
梨
師
像
光
北
H
銘
で
あ
る
。
文
中
、
池
邊
大
宮
治
天
下
天
皇
は
川
明
天
皇
、
大
王
天
皇
は
推
古
天
自
芍

イ

タ

ッ

キ

タ

マ

ヒ

シ

タ

ヒ

ラ

ギ

マ

サ

グ

オ

モ

ホ

｀

ン

マ

入

太
子
は
理
徳
太
子
な
指
す
。
努
賜
時
、
大
御
病
太
牛
欲
坐
故
、
棄
師
倅
テ
作
＞
仕
へ
奉
ラ
ン
ト
な

Jゞ

、
日
本
流
に
翡
か
れ

t
所
に
注
意

す
べ
き
で
あ
る
。

我
が
國
で
は
頻

ア

メ

ク

＝

・

万

ジ

ハ

ル

キ

ヒ

ロ

ニ

④
推
古
大
皇
．
＂
—
+
年
（
？
）
作
、
中
宮
寺
の
天
，
両
國
曼
茶
樅
磁
般
銘
で
、
上
宮
如
霜
徳
法
玉
帝
説
に
戟
せ
ら
れ
て
ゐ
ろ

C

阿
米
久
爾
意
斯
波
留
支
比
里
爾

へ
I

.
＜

ゴ

ト

ソ

ガ

イ

ナ

メ

ス

ク

・

千

キ

タ

・

ン

ヒ

｀

｀

f

ノ

{
t
n
卜

波
乃
禰
已
等
は
天
國
緋
開
炭
庭
唸
即
ち
欽
明
天
皇
、
巷
奇
大
臣
は
蘇
我
大
臣
、
伊
奈
米
足
尼
は
粕

H
術
誦
、
古
多
斯
比
蜘
乃
禰
巳
等
は
堅
糊
媛
命
、

ク
チ
．
＂
う
ト
ヨ
ヒ

I

.
し

コ

ト

ト

ヨ

・

ヽ

ヶ

カ

シ

キ

ャ

ヒ

・

t

I

．
し
コ
ト

多
至
波
名
等
巳
比
ル
傭
已
心
寺
は
橘
戦
日
稼
即
ち
用
明
犬
れ
士
、
等
已
蜘
居
加
斯
支
移
比
瀾
乃
渕
已
等
は
股
御
食
炊
屋
媛
稼
即
ち
推
古
天
れ
な
指
す
。

⑤
推
古
天
自
恐
四
年
埋
徳
人

f
'灯
成
2

の
氾
念
ご
・
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
伊
豫
風
土
記
に
載
せ
た
の
な
秤
H
本
紀
に
引
用
し
て
ゐ
る
°

⑥
甚
紀
の
氾
事
中
に
五
れ
以
二
百
妍
鯰
ー
レ
本
」
（
仁
惚
紀
）
、
「
夫
天
下
者
大
僻
也
、
帝
位
者
朔
業
也
、
且
民
之
父
母
、
斯
則
咄
賢
之
職
、
燦
下
恵
之
任
乎
．

更
選
―
―
賢
王
云
几
＞
立
交
」
（
允
恭
紀
）
、
「
五
品
呵
父
之
鑓
不
函
ハ
共
絨
l

レ
天
、
兄
弟
之
饂
不
レ
反
こ
兵
、
交
遊
之
鱈
不
レ
同
』
國
」
（
仁
賢
紀
）
｀
「
子
レ
民

治
レ
國
重
事
也
、
直
人
不
オ

f
后
空
以
稲
へ
願
油
組
レ
慮
膵
資
者
へ
直
人
不
1

l

敢
9
"

り
」
（
獄
体
紀
）
な
7
J

、
支
那
田
心
想
の
影
響
ミ
認
め
ら
れ
る
語

句
も
散
見
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
こ
の
芯
の
編
者
か
修
飾
加
筆
・
し
た
も
の
で
な
い
ミ
は
断
言
し
難
い
C

但
・
し
比
較
的
新
・
し
い
時
代
に
は
・
「
山
河
に
鴛

鴬
二
つ
肘
て
た
ぐ
ひ
よ
く
た
ぐ
へ
る
妹
な
た
れ
が
半
に
け
む
」
（
孝
徳
紀
）
の
如
く
夫
婦
の
睦
ま
じ
い
の
な
鴛
窓
に
替
へ

t
歌
な
ゞ
、
）
e

い
あ
っ
て
、
漢

奈
良
朝
に
入
る
ご
、
支
那
は
正
に
肝
代
の
盛
冊
に
常
つ
て
文
化
は
燦
然
<
J

光
を
放
つ
て
ゐ
た
か
ら
、

懐

憶

ニ
四



二
五

り
に
逍
唐
使
・
留
學
生
を
派
遣
し
て
そ
の
輸
入
に
努
め
、
制
度
文
物
悉
く
彼

t
の
影
得
を
受
け
た
が
、
特
に
漢
學
の
普

及
は
佛
放
の
弘
通
ご
呼
胞
し
て
、
直
接
間
接
に
我
が
國
民
息
想
に
改
で
威
化
を
及
ぼ
す
や
う
に
な
っ
た
。
今
漢
學
に
就

い
て
之
を
見
る

Jゞ

、
先
に
天
神
天
皇
の
朝
に
初
め
て
点
都
に
大
學
、
諾
國
に
國
學
を
骰
か
れ
た
が
、
大
買
令
に
奎
つ
て

根
制
が
大
に
備
は
つ
て
、
そ
の
課
目
に
は
周
易
・
尚
湘
・
周
謁
・
儀
鵜
・
蒻
記
・
毛
詩
・
朴
秋
左
氏
偲
・
孝
純
・
高
語
等
の

學
行
を
規
定
し
（
學
令
）
、
大
學
を
卒
業
し
た
者
は
試
策
し
て
之
セ
官
吏
に
登
用
す
る
こ
ご
ご
し
、
文
武
天
息
は
大
賓
元
年

二
月
に
繹
莫
の
霞
を
始
め
ら
れ
（
設
日
本
紀
）
，
浮
謙
天
息
は
天
平
賓
字
元
年
-
一
一
月
に
家
毎
に
孝
翻
一
怨
セ
蔵
せ
よ
ご
命
せ

ら
れ
る
（
績
日
本
紀
）
な
ざ
、
歴
代
漢
學
の
脆
励
に
手
を
盛
さ
れ
た
た
め
に
そ
の
進
歩
著
［
く
、
筏
詩
文
の
流
行
は
途
に
懐

風
藻
の
撰
輯
を
見
る
に
至
り
、
漢
字
の
使
用
は
盆
々
巧
を
加
へ
、
紳
話
偵
説
は
編
煤
せ
ら
れ
て
古
事
記
・

11
本
書
紀
の

如
き
史
瞥
ご
な
り
＂
地
珂
日
碑
は
採
録
せ
ら
れ
て
風
士
記
の
如
き
地
誌
ご
な
り
、
和
歌
は
蒐
集
せ
ら
れ
て
萬
葉
集
の
如
t
 

き
歌
集
を
産
し
た
。
特
に
洩
字
を
記
椀
的
に
應
用
し
て
國
語
を
富
す
こ
ご
が
愈
々
務
展
し
て
、
古
事
記
体
・
宜
命
体
・

(>

萬
葉
体
な
ざ
を
生
じ
、
所
謂
仮
名
の
後
逹
を
見
る
や
う
に
な
っ
た
こ
ご
は
注
意
を
要
す
る
。

か
く
の
如
き
盛
勢
を
得
た
漢
學
は
、
ま
た
息
想
的
に
も
國
民
に
戚
化
を
及
ば
し
始
め
た
の
は
賞
然
で
あ
っ
て
、
百
姓

あ
っ
て
君
主
あ
り
、
天

f
は
天
に
代
つ
て
政
を
行
ふ
ご
い
ふ
憐
放
的
の
考
が
、
皇
室
ご
臣
民
>
こ
を
，
大
宅
即
ち
宗
家
ご

小
宅
即
ち
支
族
マ
J

の
爛
係
'
y
J

見
た
固
有
の
國
民
息
想
に
綾
動
を
興
へ
、
従
っ
て
年
の
曲
立
凶
、
天
菱
地
異
な
ぐ
J

を
以
て
政

治
の
善
謳
に
因
る
徴
脚
こ
信
じ
て
、
ひ
た
す
ら
天
地
の
心
を
付
度
す
る
こ
こ
ご
な
り
、
且
こ
れ
に
伴
な
っ
て
詳
瑞
説
が

我
が
上
古
文
學
さ
漢
學



畔
c

此
二
杜
紳
亦
獨
紳
成
坐
面
、
応
レ
身
也
。

凡
證
記
方
偵
、
各
総
二
大
紐
↓
毛
詩
周
濡
儀
嗅
各
銃

II111
聾

周

易

尚

舟

各

鯰

示

甕

通

二

1

云
竺
者
、
大
親
内
通

-I
―
籾
「
小
親
内
通
―
-
―

甕
若
巾
綽
．
即
併
通
―
―
雨
絆
↓
其
狐
1

1

1

函
竺
者
、
大
純
巾
親
小
紐
各
遁
二
絆
-
弧

F
五
竺
者
、
大
糾
並
通
。
孝
網
論
語
須
硲
通
ハ
一

講
者
毎
三
千
酋
内
「

凡
學
生
、
先
讀
釦
窃
仝
通
熟
、
然
後
講
レ
義
。
毎
レ
旬
放
＿
—
-
日
休
竪
暇
前
一
日
、
博
士
考
試
。
其
試
＿
淑
者
へ
餌
千
言
内

f
試
こ
帖
三
言
­

抵
試
―
―
三
條
一
紐
一
涵

9
第
。
通
＞
一
及
全
不
漏
、
阻
拭
決
罰
。
大
學
狐
助
國
司
、
藝
業
優
長
者
試

レ
之
c

試
者
通
計
一
年
所
レ
受
之
業
「
間
l

I
 

-
i
<
義
入
條
一
得
―
-
4ハ
以
上
玉9
上
、
得
二
四
以
上
五
〗
レ

1
1
1、
得
三
．
以
下l総
レ
下

ふ
尻
年
．
否
堪
ー
ー
貢
見
者
、
並
解
退
。

ク

ラ

ゲ

ナ

ス

ク

ダ

ヨ

ヘ

ル

ウ

マ

シ

ア

シ

カ

ピ

ヒ

コ

ヂ

②
國
稚
如
二
浮
脂
―
而
、
久
瀕
下
那
洲
多
陀
用
幣
琉
之
時
、
如
二
葺
牙
1

因
二
萌
胎
之
物
1

而
、
成
紳
名
、
字
麻
志
阿
斯
阿
備
比
古
迦
紳
。
次
天
之
常
立

語
、
鄭
主
何
晏
注
。

（
古
事
記
）

（
堺
令
）

凡
欧
磁
韮
業
↓

上
述
の
如
く
営
代
に
於
け
る
漢
學
の
影
響
は
、

懐

盛
に
行
は
れ
、
嘉
詳
妖
兆
あ
る
毎
に
大
赦
•
免
税
•
賑
憔
•
旅
表
，
さ
て
は
改
元
を
も
命
せ
ら
れ
た
の
な
ざ
は
最
も
著
し

（
一
方
に
佛
数
の
影
薯
が
、
因
果
應
報
の
観
念
か
ら
吐
た
、
吉
凶
に
應
じ
て
蒋
根
を

積
み
慈
恵
を
施
す
こ
ご
を
勘
ま
し
め
た
が
、
そ
の
結
果
は
幸
に
儒
放
ご
の
間
に
行
政
方
針
の
融
和
を
見
た
）
。

に
そ
の
文
學
に
現
は
れ
た
も
の
ヽ
中
で
、
明
ら
か
に
漢
籍
に
準
握
を
有
す
る
故
事
成
語
の
類
を
主

Jゞ

し
て
吟
味
し
よ
う
。

註
①
凡
網
、
周
易
、
尚
書
、
周
蒻
、
儀
藷
、
蒋
遇
毛
詩
~
春
秋
左
氏
博
、
各
鯰
―
こ
烈
孝
紐
、
論
語
、
學
者
兼
習
レ
，
心
。

周
易
、
鄭
玄
王
弼
注
。
尚
書
、
孔
安
國
郷
空
注
。
一
一
一
酪
毛
詩
｀
榔
空
注
。
た
偲
、
服
虔
杜
預
注
°
孝
糎
、
孔
安
國
郷
支
注
、
論

四
大
義
一
條
↓

い
儒
数
思
想
の
あ
ら
は
れ
で
あ
る

穂

一
般
に
形
式
内
容
に
亘
つ
て
随
分
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
次

二
六

頻
三
下
、
及
在



我
が
上
古
文
學
さ
漢
學

ご
官
び
、
詳
瑞
を
以
て
為
政
に
應
す
る
塞
兆
ざ
信
じ
て

二
七

シ
ロ
シ
メ
ス
ヤ
マ
ト
ネ
コ

③
現
御
神
止
ぺ
八
嶋
國
所
知
、
倭
根
子
天
皇
命
授
賜
比
負
腸
布
、
貴
さ
高
点
虞
ょ
厚
ぎ
大
命
ェ
受
賜
flJ
恐
坐
m,

11
ム

ナ

ガ

ラ

オ

モ

＊

シ

メ

キ

n
シ
メ
サ
ヘ

下
11
公
民
よ
患
賜
比
撫
賜
牟
甚
揺
、
随
祠
所
思
，
＂
佐
久
リ
詔
、
天
見
大
命
心
詔
開
食

Jt
詔
。

ア
ナ

t
-＿
ク
サ
カ
シ
ラ
テ
ス
ト
サ
ケ
）
．
マ
ヌ
ヒ
ト
チ
コ
ク
・
v
>
バ

サ

ル

--11
モ
ニ
ル

向
那
醜
、
賢
良
乎
岱
跡
、
洒
不
飲
、
人
乎
熟
見
者
，
狛
二
鴨
似
c

rス
ク
ニ

此
rJ

＾
且
國
天
下
乎
調
賜
tt
平
賜
比
、
天

JJモ

凸
天
ぷ
國
曼
荼
櫛
銘
文
な
．

Jゞ

で
は
｀
多
く
は
漢
字
の
字
昔
な
借
lJ‘

而
も
一
字
は
大
抵
一
綴
音
な
表
は
し
て
ゐ
た
が
、
統
葉
北
に
な
る
ご
鴨
（
感
動

ア
ナ
ヨ
ク
｀
t
ル

助
詞
）
の
如
く
字
訓
な
も
借
り
て
且
二
嚢
音
な
も
表
は
｀
し
た
VJ
、
五
十
の
如
く
1

一
字
で
一
綴
昔
な
表
は
す
こ
さ
も
あ
る
。
父
茄
●
熟
見
の
如
く
義
訓

ク

ク

な
用
ゐ
た
り
、
八
十
一
（
九
九
）
•
山
上
復
有
山
（
出
）
の
如
き
戯
害
な
さ
へ
試
み
て
わ
る
。

先
づ
奈
良
朝
時
代
の
散
文
中
で
、
最
も
代
表
的
な
國
文
根
の
作
品
は
宜
命
で
あ
る
。
天
白
来
の
大
命
を
宣
べ
た
も
の
で
、

漢
字
を
用
ゐ
て
國
語
の
語
格
の
ま
A

に
古
き
ド
し
た
の
を
い
人
（
こ
れ
に
到

L
て
晋
通
の
漢
文
に
紹
っ
た
の
を
詔
勅
ご

い
ふ
）
0

そ
の
内
容
の
方
面
に
於
て
、
君
は
天
が
民
の
た
め
に
立
て
る
も
の
で
あ
る
ご
考
へ
て

ォ
ホ
｀
し
コ
ト

ィ
、
カ

此
の
重
し
位
に
批
ぎ
坐
す
事
を
な
も
，
天
地
の
心
を
努
し
み
重
ー
み
畏
み
坐
さ
く
マ
J

刃
叩
り
た
吐
ふ
命
（
拍
日
本
紀

巻
四
、
慶
羹
四
年
七
月
詔
）

マ

ヒ

ッ

ギ

J
`
｀
コ
ト
・

今
の
間
此
の
太
子
を
完
め
賜
は
す
あ
る
故
は
、
…
・
・
人
の
授
く
る
に
依
り
て
も
得
す
、

ア
ラ
ゾ

力
を
以
て
競
ふ
べ
き
物

に
も
あ
ら
す
、
猶
天
の
ゆ
る
し
て
授
く
べ

m
人
は
あ
ら
む
ご
念
ひ
て
、
定
め
賜
は
ぬ
に
こ
そ
あ
れ
（
同
巻
二
十
五
、
天

平
賓
字
八
年
十
月
詔
）

（
限
葉
集
巻
：
•
一
、
大
作
旅
人
諮
洒
歌
）

（
絨
日
本
紀
岱
一
、
文
武
天
皇
即
位
，
11
．命）



其
れ
仁
学
は
百
行
の
悲
な
り

(rnJ
右）

II孝
鯰
云
＂
行
之
本

1

（
ふ
話
、
郷
女
北
）

ら
れ
た
も
の
は
一
附
多
い
。

物
ご
な
も
常
も
聞
し
め
す
（
同
巻
二
十
八
、
神
誨
景
繋
元
年
八
月
晶
）

む
廿
紐
過
必
改
、
得
伽
葵
忌
（
千
・

ご
喜
び
、
聘
築
を
重
ん
じ
て

ト

K
I

上
下
を
粥
へ
和
ら
げ
て
動
き
な
く
静
か
に
あ
ら
し
む
る
に
は
、
嘘
ご
柴
ご
二
つ
並
べ
て
し
平
け
く
長
く
あ
る
べ
し

ご
。
紳
な
が
ら
も
111
心
は
し
ま
し
て
，
此
の
舞
を
始
め
賜
ひ
造
り
賜
ひ
き
ご
聞
し
め
し
て
（
同
脊
十
五
、
天
平
卜
五
年
五
月
刀
叩
）

ご
仰
せ
ら
れ
た
の
な
ざ
は
、
前
に
述
べ
た
通
り
偏
放
息
想
の
あ
ら
は
れ
で
あ
る
が
、
用
語
の
方
面
に
於
て
漠
絣
か
ら
採

そ
も
／
＼
五
足
の
虫
の
死
ぬ
る
に
本
じ
り
て
も
顛
ら
ざ
る
こ
ご
は
、
輔
を
多
み
ゞ
）
な
も
聞
し
め
す
（
紋
日
本
紀
巻
一
二
十

六
、
天
應
元
年
四
月
"Hll)

日
ぃ
故
語
日
、
古
2

足
之
虫
、
至
レ
死
不
レ
似
、
扶
レ
之
者
衆
也
（
文
選
、
曹
問
六
代
論
）

ヒキ`

天
高
け
ぐ

:b卑
き
に
邸
く
物
ぞ
（
詞
右
）

11天
高
邸
五
卑
（
文
選
、
曹
植
責
訂
詩
e

"
白
氏
呑
秋
、
制
榮
盆
●
史
記
、
宋
世
家
な
ぐ
に
も
）

天
の
覆
は
す
地
の
載
せ
ぬ
も
の
ご
な
b
ぬ
（
同
筵
示
、
帥
調
態
竺
年
十
月

IJlm)11天
之
所
枷
復
、
地
之
所
レ
載
（
中
庸
。
高
苑
・

白
虎
通
な
S
E

に
し
）

又
云
く
過
を
知
り
て
は
必
す
改
め
よ
、
能
き
セ
得
て
は
忘
る
な
ご
い
ふ
(
l

字文）

な
ゞ
が
そ
れ
で
あ
る
0

但
し
漢
文
で
書
か
れ
た
詔
勅
に
は
更
に
多
い
が
，
そ
れ
は
裳
然
で
あ
る
の
で
こ
A

に
は
省
略
し

ク

ス

シ

ル

シ

か
く
大
き
に
貴
＜
奇
し
く
異
に
あ
る
大
き
瑞
は
、

懐

穂

ニ
八

ス

メ

ラ

カ

マ

地
の
皇
が
御
泄
に
至
れ
る
徳
に
戚
け
て
、

ア
ラ
へ

天
地
の
示
現
し
賜
ふ



我
が
上
古
文
楳
↓
J

横
學

て
お
く
。

上
古
説
話
の
其
面
目
を
失
は
な
い
こ
ご
を
旨
マ
J

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

次
に
古
事
記
は
、

國
民
思
想
で
あ
る
の
は
勿
論

Jゞ

し
て
，
そ
の
形
式
た
ス
文
体
は
一
種
の
和
漢
混
沿
文
で
あ
る
た
め
に
、
少
く
ご
も
用
語

タ

キ

マ

チ

｀

｀

｀

ユ

キ

／

ツ

ラ

ウ

・

t
ヤ
マ

T

ル

ヒ

ル

ハ

ラ

・

し

マ

セ

ル

ミ

コ

ア

レ

マ

サ

ン

ト

シ

ッ

に
於
て
轄
繰
（
紳
代
記
）
•
條
勿
心
（
崇
誹
記
）
•
函
締
~
（
雄
略
氾
）
•
山
湘
（
應
紳
氾
）
北
り
夜
（
仁
徳
心
の
如
き
熱
語
や
、
悛
姐
臨
レ
産

／
チ
／
ヨ
ー
ー
ジ
メ
ス
ニ
ア
ヘ
ナ
ム

（
仲
哀
記
）
•
足
に
ホ
-
l後
冊
[J

 

(
顕
宗
記
）
の
如
き
戚
句
を
用
ゐ
て
ゐ
る
の
は
霜
然
で
、
特
に
そ
の
四
六
文
体
の
序
は
漠
籍
に
槻

得
二
光
宅
廿
侯
王
得
二
以
為
辛
令
r
貞
一
（
老
子
）
0

光
11

宅
天
下
ー
（
尚
舟
瑳
典
）

二
九

内
容
は
概
し
て
固
有
の

放
レ
牛
息
レ
馬

11乃
個
レ
式
修
ふ
人
、
蹄
元
＂
呵
子
蔀
川
之
腸
↓
放
二
牛
子
桃
林
之
野
↓
示
二
天
下
弗
一
レ
服
（
向
杏
武
成
篇
）

連
レ
栂
並
レ
穂
之
瑞
、
史
不
し
絶
レ
古
、
列
伍
條
煎
レ
繹
之
頁
、
府
無
元
仝
月
一
廿
禎
然
索
社
、
井
村
共
穂
之
瑞
、
史
ポ
レ
絶

如
口
°
棧
川
航
海
~
、
臨
沙
軟
漠
之
貢
、
府
無
虚
月
→
烈
慇
千
城
一
通

1
1繹
萬
里
一
（
文
選
、
顔
延
之
三
月
．
二
日
冊
水
詩
序
）

の
類
が
そ
れ
で
あ
る
，

更
に

H
本
古
紀
に
至
っ
て
は
、
正
史
'
t
J

し
て
之
を
外
に
誇
示
す
る
必
要
か
ら
、
殆
ざ
純
粋
の
漠
文
体
を
以
て
土
日
か

れ
た
の
で
、
形
式
内
容
共
に
編
者
の
潤
飾
し
た
所
が
少
く
な
い
。
枯
だ
し
き
は
舞
文
曲
筆
の
跡
さ
へ
見
え
て
、
牛
酒
・

斧
紙
の
如
き
我
が
國
の
古
俗
に
存
し
な
か
っ
た
撚
語
を
用
ゐ
た
り
、
隋
害
の
仁
壽
三
年
七
月
ご
同
四
年
ご
の
詔
を
綴
り

合
せ
て
雄
略
天
皇
二
十
三
年
の
遺
詔
ご
稲
し
た
り
、
淮
南
子
の
記
事
か
ら
天
地
開
闘
の
偲
設
を
作
っ
た
り
し
て
み
る
。

っ
た
語
句
が
少
く
な
い
0

例
へ
ば



ご
も
か
く
漠
籍
の
引
用
は
枚
畢
に
追
無
い
ほ
ぐ
」
で
、
左
に
掲
げ
た
も
の
は
た
ゞ
そ
の
一
斑
に
過
ぎ
な
い
。

胴
レ
締
受
＞
闘
、
治
＞
天
順
レ
人
、
撥
＞
賊
反
レ
正
（
成
務
紀
）

11高
祖
屑
レ
締
受
＞
園
、
順
レ
天
行
レ
誅
（
文
選
、
張
衡
東
京
賦
）

其
馬
、
時
灌
略
而
龍
甜
、
欺
爺
擢
面
鴻
駕
（
雄
略
紀
）
1
1

蚊
径
擢
以
鴻
駕
~
時
泄
略
而
龍
翡
（
文
選
、
額
延
之
拷
白
馬
賦
）

未
レ
及
I

I

移
影
「
禰
―
―
什
七
八
ー
（
同
右
）
廿
白

H
未
レ
及
レ
移
レ
柊
．
已
獅
二
其
十
七
八
一
（
文
選
、
張
衡
西
京
賦
）

H
月
出
央
。
而
燿
火
不
＞
息
、
其
於
＞
光
也
不
1

亦
難
ら
大
、
時
雨
降
交
、
而
猶
没
渡
、
不
二
亦
努
＿
乎
（
顕
宗
紀
）

11H
月

出
癸
、
而
燿
火
不
＞
息
、
其
於
＞
光
也
、
不
一
亦
難
＿
乎
、
時
雨
降
交
、
面
猶
没
灌
、
其
於
レ
澤
也
不
赤
函
夕
乎
扉
子
、

逍
遥
遊
篇
）

於
是
天
泉
夙
興
夜
麻
、
轄
レ
賦
薄
涵
が
、
以
寛
二
民
萌
↓
布
レ
徳
施
レ
恵
、
心
振
二
困
窮
↓
弔
レ
死
間
レ
病
、
以
養
I

一
孤
姻
↓

是
以
政
令
流
行
、
天
下
太
平
（
仁
徳
紀
）

Il湯
夙
興
夜
麻
，
以
致
二
聰
明
↓
軽
レ
賦
薄
レ
飲
、
以
割
二
民
恨
↓
布
レ
徳
施
涵

i.

以
振
二
困
窮
「

E

由
死
間
レ
疾
、
以
養
ー
ー
孤
姫
↓
百
姓
祝
附
、
政
令
流
行
（
淮
南
子
、
修
務
訓
）

古
之
治
二
天
下
一
、
朝
有
ー
一
進
善
之
腔
、
誹
謗
之
木
↓
所
下
以
通
i

治
道
l

而
来
中
諌
者
上
也
（
孝
徳
紀
）

11古
之
治
＿
一
天
下
↓
朝

有
巡
善
之
鹿
、
誹
謗
之
木
↓
所
下
以
通
箔
道
而
来
中
諌
者
上
也
（
前
漢
書
、
文
帝
紀
）

使
下
臣
連
持
レ
節
＂
以
ー
「
王
宵
蓋
車
函
押
宮
中
上
（
顕
宗
紀
）

11其
夜
使
下
随
持
＞
節
以
エ
嬰
章
叫
迎
中
帝
壺
干
殿
中
上
（
後
撲
書
、

安
帝
紀
）

詔
、
犬
馬
器
販
不
ぁ
匹
献
上
l

（
前
寧
紀
）
甘
犬
馬
器
飯
口
味
不
レ
得
献
上
＿
（
隋
書
、
高
軋
紀
）

風
土
記
も
内
容
は
概
し
て
我
が
固
有
の
口
碑
を
蒐
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
形
式
た
る
文
体
は
古
事
記
の
や
、

懐

穂

1
0
 



我
が
上
古
文
學
マ
J

漠
學

漢
文
体
に
傾
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
た
多
少
漢
籍
の
引
用
を
認
め
得
る
け
れ
ぐ

:
t
煩
を
避
け
て
丑
絃
に
は
略
し
て

註

nl
諾
肌
二
稼
．
か
天
之
御
柱
な
廻
ら
れ
た
時
に
、
男
岬
は
左
か
ら
女
神
は
右
か
ら
さ
あ
ろ
の
は
稼
左
卑
右
（
敢
て
男
祢
女
卑
ご
は
い
は
な
い
）
の
支
那
思

想
な
反
映
し
、
女
帥
が
先
づ
言
莱
な
疲
せ
ら
れ
た
の
で
不
具
の
御
子
か
生
れ
た
5

ミ
い
ふ
の
は
大
唱
婦
団
の
儒
敦
逍
穏
な
表
は
・
し
、
諾
尊
が
桃
の
賓

な
投
げ
て
黄
泉
軍
の
難
な
免
れ
た
ま
う
た
マ
ニ
い
ふ
の
は
，
桃
は
邪
氣
な
除
く
マ
J

い
ふ
支
那
忠
想
に
因
ろ
な
．

Jゞ

ミ
も
品
か
れ
て
ゐ
る
。

②
浦
島
停
説
・
羽
衣
説
話
の
如
き
は
、
外
来
息
想
に
由
来
す
る
さ
言
は
れ
る
。

奈

r朝
時
代
の
韻
文
こ
し
て
は
、
詩
集
懐
風
藻
に
牧
め
ら
れ
た
百
二
十
篇
が
漢
魏
六
朝
文
學
の
校
倣
で
あ
る
か
ら
、

フ
ヒ
ト

た
マ
J

ひ
そ
の
巾
に
「
漆
姫
控
レ
鶴
學
、
柘
媛
接
レ
魚
（
葵
）
通
」
（
籐
原
史
の
近
直
＂
野
峙
）
の
如
く
、
我
が
國
の
故
事
を
用
ゐ
た
の

も
あ
る
ご
は
い
へ
、
概
し
て
命
題
取
材
乃
至
用
語
に
於
て
漠
籍
に
出
典
を
打
す
る
の
は
貨
然
で
あ
る
が
、
歌
集
萬
葉
集

も
亦
種
々
の
貼
に
於
て
淡
學
の
影
欝
を
被
つ
て
ゐ
る
こ
ご
は
、
決
し
て
看
過
で
き
な
い
事
賓
で
あ
る
。

先
づ
書
名
に
就
い
て
見
る
に
、
萬
葉
は
萬
枇
の
義
で
（
よ
ろ
づ
の
言
の
葉
の
意
マ
J

す
る
説
は
首
背
し
得
な
い
）
、
毛
洟

詩
偲
に
「
葉
泄
也
」
ご
あ
る
の
み
な
ら
す
、
文
選
に
も
畜
顔
延
之
三
月
三

H
曲
水
詩
序
に

然
其
宅
二
天
衷
↓
立
一
一
民
極
↓
奨
元
下
如
か
尚
其
逍
↓
紳
ー
一
明
其
位
「
拓
レ
世
胎
レ
統
、
固
＿
一
萬
菓
一
面
為
上
レ
旦
直
者
甲
也
。

②
 

ご
あ
り
、
左
思
呉
都
賦
・
顔
延
之
賭
白
馬
賦
•
劉
混
勘
進
表
な
ざ
に
も
、
葉
を
世
の
義
に
用
ゐ
て
ゐ
る

0

又
部
類
の
名
に

お
く
。

四



ご
あ
っ
て
呂
向
の
注
に
「
聞
間
也
」
さ
見
え
（
現
に
怨
十
一
・
十
四
の
目
録
に
は
相
聞
往
来
歌
ご
あ
る
）
、
挽
歌
ご
い
ふ
名

李
周
翰
日
、
；
・
・
・
使
二
挽
＞
柩
者
歌
ー
レ
之
、
因
呼
総
1

1

挽
歌

530

ご
あ
る
（
萬
葉
集
巻
二
、
＂
上
憶
良
の
追
和
結
松
歌
の
左
註
に
「
右
件
歌
者
、
雖
レ
不
挽
如
柩
之
時
所
ー
レ
作
、
唯
擬
歌
意
↓

故
以
載
二
子
挽
歌
類
如
呵
」
マ
J

あ
る
の
は
、
後
人
の
加
註
ご
は
い
へ
、
そ
の
一
證
ご
す
る
に
足
る
）
。

ふ
他
、
長
歌
を
賦
、
短
歌
を
絶
マ

J
(
~十
七
、
「
敬
和
立
山
賦
一
首
並
二
絶
」
の
如
く
）
記
じ
た
の
み
な
ら
す
、
長
歌

の
末
に
短
歌
を
添
へ
る
こ
マ
J

は
（
舒
明
天
皇
の
代
の
歌
に
初
め
て
見
わ
る
）
、
支
那
の
賦
の
終
に
副
は
つ
た

JiLの
形
を
模③
 

倣
し
た
も
の
で
、
そ
の
反
歌
ご
い
ふ
名
も
、

ILの
一
名
を
反
僻
（
荀
子
の
賦
篇
参
照
）
y
J

い
ふ
の
に
掟
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

加
之
、

口
に
謡
つ
て
耳
に
聞
く
歌
か
ら
轄
じ
て
目
に
見
る
歌

Jゞ

な
っ
て
来
て
、
取
材
も
花
烏
風
月
、
乃
至
遊
寵
諮
飲
の

、、

類
が
多
く
、
題
詠
應
詔
が
だ
ん
／
＼
盛
に
な
り
、
北
だ
し
き
は
「
布
二
十

H‘

雖
レ
未
レ
及
レ
時
、
依
函
盆
郎
作
也
」
（
巻
十

、、

九
、
大
作
家
持
の
詠
霰
公
鳥
並
時
花
歌
並
短
歌
の
左
註
）
、
「
為
レ
應
レ
讃
~
儲
作
歌
」
（
脊
十
九
、
詞
人
）
ご
い
ふ
や
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
歌
を
作

つ
て
お
く
こ
y
J

さ
へ
あ
っ
た
の
は
、
何
れ
も
筏
詩
の
影
蝶
口
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

更
に
集
中
の
歌
に
就
い
て
檄
す
れ
ば
、
賞
代
前
期
に
駈
す
る
人
々
の
純

H
本
Ill
心
想
を
歌
っ
た
も
の
で
も
、
用
語
の
上

も
文
選
咎
六
に
見
え
て
、
そ
の
註
に

適
到
嘉
賓
f

日
授
不
レ
悉
、
往
来
敷
相
聞
。

於
て
も
、
相
聞
の
語
は
文
選
の
曹
植
典
呉
季
重
書
に

懐

撼



我
が
上
古
文
學
さ
漢
學

に
は
「
天
の
下
」
（
竺
、
柿
本
人
麻
呂
過
近
江
荒
都
時
歌
）
「
始
め
た
ま
ひ
1

（
巻
一
、
作
者
未
詳
藤
原
御
井
歌
°
始
を
造
螢
の
義
に
用
ゐ
た
も

の
で
、
詩
純
の
大
雅
篇
に
純
始
ご
あ
る
用
法
に
憐
つ
た
の
で
あ
る
）
な
ざ
漫
語
の
用
例
を
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
用
語

並
に
恩
想
を
通
じ
て
漠
籍
の
影
榔
の
著
し
く
目
に
つ
く
の
は
、
特
に
漢
學
に
長
じ
た
山
上
憶
良
・
大
伴
旅
人
・
同
家
持
・

同
池
主
の
如
き
後
期
に
謁
す
る
人
た
ち
で
、
彼
等
が
和
歌
に
添
へ
た
漢
文
序
や
漠
詩
に

酌
桂
（
巻
十
七
、
大
伴
家
持
七
言
晩
春
三
日
遊
覚
詩
）

11柄
＿
一
明
燭
↓
酌
桂
酒
〈
，
(
文
選
、
謝
恵
連
雰
賦
）

鳥
封
レ
穀
而
迷
レ
林
（
巻
五
、
山
上
憶
良
太
宰
帥
大
伴
揖
宅
宴
梅
花
歌
序
行

11動
平
窃
穀
ー
以
徐
歩
分
（
文
選
．
宋
玉
紳
女
賦
）

智
水
仁
山
（
巻
十
七
、
三
月
五
日
大
作
布
禰
池
主
書
）

Il智
者
函
杏
水
、
仁
者
率
合
山
（
論
語
、
班
也
節
）

以
レ
鼠
為
レ
喩
、
登
不
袖
愧
乎
（
巻
五
，
山
占
叫
良
沈
病
自
哀
文
）
廿
相
レ
鼠
有
レ
皮
、
人
而
無
＞
俄
、
人
而
無
レ
俵
、
不
レ
死
何
為

（
毛
詩
、
相
鼠
章
）

嵯
ー
一
此
別
易
↓
歎
二
彼
會
難

I

(
同
、
山
上
憶
良
詠
領
巾
磨
嶺
歌
墜
廿
所
恨
別
易
會
難
、
去
留
乖
隔
（
遊
仙
窟
）

な
ざ
の
語
句
を
用
ゐ
て
ゐ
る
の
は
一
々
畢
げ
る
ま
で
も
な
く
、
和
歌
に
於
て
も
、
用
語
の
中
に

龍
馬
（
巻
五
、
太
宰
帥
大
伴
卿
相
開
歌
）

11
凡
馬
八
尺
以
上
為
ふ
也
（
周
膿
）

七
の
賢
き

A
（
巻
三
、
太
宰
帥
大
伴
瘤
讃
洒
歌
）

11康
所
二
興
紳
交
一
者
、
惟
陳
留
翫
籍
、
河
内
山
濤
、
豫
二
其
流
一
者
、
河
内

向
秀
、
油
國
劉
伶
、
籍
兄
子
咸
、
瑯
邪
王
戎
、
途
為
二
竹
林
之
遊
↓
世
所
謂
竹
林
七
賢
他
（
晋
書
、
岱
康
雙

う
け
ぐ
つ
を
ぬ
ぎ
つ
る
こ
ご
く
踏
み
ぬ
ぎ
て
（
巻
五
、
山
ょ
憶
良
令
反
惑
怖
歌
）
廿
吾
視
レ
去
孟
女
子
f

如
二
脱
蹴
一
耳
（
史
記
｀
孝



遥
遊
篇
）

な
か
／
＼
に
人
こ
あ
ら
す
は
酒
壺
に
な
b
に
て
し
が
も
酒
に
染
み
な
む
（
巻
一
一
一
、
太
宰
帥
大
作
顛
讚
酒
歌
）

11
鄭
泉
臨
レ
卒

時
、
語
己
皿
輩
ー
曰
、
必
葬
ー
一
我
陶
家
之
後
↓
化
面
為
＞
士
、
幸
見
品
取
為
二
酒
壺
「
宜
獲
二
我
心
玉
＾
（
哭
志
）

心
を
し
無
何
有
の
郷
に
お
き
た
ら
ば
貌
姑
射
の
山
を
見
よ
く
近
け
む
（
巻
十
六
、
作
者
未
詳
無
常
歌
）
廿
出
二
六
極
之
外
↓

遊
無
何
有
之
郷
三
翌
、
應
帝
玉
篇
）
、
説
姑
射
之
山
、
直
前
人
一
居
焉
、
肌
膚
若
泳
雪
↓
涼
約
若
饂
子
一
（
胆
子
、
逍

我
が
さ
か
り
い
た
く
く
だ
ち
ぬ
雲
に
飛
ふ
棄
食
む
こ
も
弐
た
を
ち
め
や
も
（
巻
五
、
山
上
憶
良
思
故
郷
歌
）
廿
劉
安
高
帝
孫

封
罹
南
王
「
好
―
―
低
術
方
技
「
有
ー
ー
八
公
社
澁
叩
之
、
途
授
丹
純
及
三
十
六
水
銀
等
方
口
：
・
・
・
・
・
・
於
レ
是
典
乞
女
登

レ
山
、
大
祭
埋
釜
於
地
↓
白
H
昇
レ
天
焉
、
所
棄
樅
血
需
那
、
鶏
犬
祗
レ
之
、
並
得
二
軽
畢
↓
鶏
嗚
雲
中
↓
犬
吠
―
―
天

上
＿
（
列
仙
全
博
二
）

の
如
き
支
那
の
故
事
を
用
ゐ
た
り
、

父
櫛
を
見
れ
ば
尊
し
、
妻
子
見
れ
ば
め
ぐ
し
う
つ
く
｀
し
、
世
の
中
は
か
く
ぞ
こ
こ
わ

b
;
．．．．．．． 
（
巻
五
、
山
上
憶
良
令
反

惑
怖
歌
）

9

n

 

*
＊
ナ
ム
ヂ
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ

大
已
貴
少
彦
名
の
紳
代
よ
り
、
言
ひ
椴
ぎ
け
ら
し
、
父
栂
を
見
れ
ば
尊
く
、
妻
子
見
れ
ば
か
な
し
く
め
ぐ
し
、
空

の
如
く
漢
語
の
翻
繹
を
し
て
ゐ
る
外
に
、
内
容
の
中
に
も

武
本
紀
。
漢
書
に
も
）

懐
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我
が
上
古
文
學
さ
漢
學

蝉
の
世
の
こ
ご
わ
り
ご
‘

ろ
間
接
に
外
形
的
に
大
き
く
あ
っ
た
こ
ご
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

一五

か
く
ざ
ま
に
言
ひ
け
る
も
の
を

．．．．．．．．． 
（
倦
十
八
、
大
作
家
持
孜
喩
史
生
尾
張
少
咋
歌
）

要
す
る
に
上
古
時
代
、
特
に
奈
良
朝
時
代
の
國
文
學
は
、
多
少
の
差
こ
そ
あ
れ
形
式
内
容
に
一
旦
つ
て
漢
學
の
影
郷
ぎ
を

被
っ
た
こ
ご
は
確
か
で
あ
る
が
、
主
こ
し
て
形
式
の
方
面
に
於
て
直
繹
乃
至
闘
繹
し
た
漢
語
を
國
語
の
中
に
混
和
し
た

一
般
に
内
容
の
方
面
に
於
て
支
那
恩
想
を
充
分
同
化
す
る
ま
で
に
至
ら
す
、
や
は

b
大
概
我
が
固

有
の
國
民
恩
想
が
そ
の
主
要
な
部
分
を
成
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
漠
學
の
影
楷
は
直
接
に
内
容
的
よ
り
も
、
む
し

註
①
漆
姫
の
故
事
は
日
本
儘
異
記
に
見
え
て
心
る
。
大
和
國
宇
太
郡
漆
部
里
の
風
油
女
が
、
身
な
消
浮
に
・
し
心
な
端
正
に
し
た
た
め
に
、
仙
草
な
食
つ
て

ヅ

｀

｀

｀

ノ

ェ

ウ

マ

シ

ネ

天
に
上
つ
た
マ
J

い
ふ
。
柘
媛
の
故
事
は
萬
葉
梨
岱
三
に
詠
ま
れ
て
ゐ
る
。
同
國
吉
野
里
の
仙
女
が
柘
枝
マ
J

な
っ
て
流
れ
て
末
て
、
味
稲
さ
い
ふ
男

の
簗
に
か
4

つ
て
そ
の
妻
さ
な
っ
た
さ
い
ふ
。

ッ
タ
へ

②
降
つ
て
半
安
朝
時
代
に
な
る
マ
J

、
「
随
レ
時
垂
レ
制
、
流
二
廓
葉
之
英
風
こ
（
古
語
拾
遺
）
、
「
饗
一
之
訓
垂
1

1

於
批
菜
一
（
水
和
元
年
二
月
詔
）
．
「
俸
二
萬

葉
二
叫
作
レ
嗜
」
（
日
本
後
紀
巻
五
、
絞
日
本
紀
撰
成
上
表
）
、
「
結
緑
灌
瓜
之
秘
法
者
、
是
祟
代
涎
葉
之
御
願
、
群
類
入
理
之
支
門
也
」
（
朝
野
群
載
、

3
反
歌
マ
尺
r
ふ
名
の
起
源
に
就
い
て
は
こ
の
外
に
諸
説
あ
っ
て
、
或
は
反
は
段
で
、
短
さ
音
が
通
で
ろ
か
ら
反
歌
は
即
ち
短
歌
で
あ
る
さ
い
ひ
、
或

は
反
は
「
か
へ
す
」
の
意
で
打
ち
反
・
し
う
た
ふ
意
で
あ
る
さ

t
い
は
れ
ろ
が
、
従
ひ
難
い
。

阿
閤
梨
齊
朝
灌
頂
歎
徳
文
）
な
ざ
数
多
く
用
例
が
見
え
て
ゐ
る
。

程
度
に
止
ま
つ
て
、

の
如
き
儒
数
の
道
徳
観
念
を
歌
っ
た
も
の
を
見
出
す
の
で
あ
る
。



懐
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